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【公募研究課題名】 センサー型ロドプシンの分子科学：機能と構造変化の連

関性 

 

〈研究グループアクティビティー〉  
 
・蛋白質を「作る」相互作用を「観る」  ・機能を「観る」構造変化を「測る」 
分子生物学的に膜蛋白質を大量に作り、自由に   分子生理学的に機能を、分光学的に構造変 
変える。物理化学的に相互作用を調べる。   化を調べる。 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
・機能を「変える」、「調べる」   ・機能—構造連関を分子論的に理解 
遺伝子工学的に膜蛋白質の機能を変える。機能  新規光受容体の探索、機能的に特徴的な受 
変換及びその解析を通じて機能の本質を知る。  容体（転写調節、チャネル活性など）と 
人工機能光蛋白質素子を作る。  既知の受容体間の機能変換を通じて、機能

 —構造連関を分子論的に理解する。 
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